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わか国の黒鉱(式)鉱床について

①

北卓治

この文を地質調査所にあって早くから黒鉱々床の

研究を行なっていた今はなぎ服部富雄君の霊に捧

げる

はじめに

全国の地学に興味をもっておられる皆さんまたはそ

の機会がたくて未だあまり関心をおもちで削'皆さん

(もこの地質ニュｰスを通じて早く地学ファンになって

下さい)私はこれから2500万年校いし2300万年の昔

地質年代でいいますと新生代の新第三紀中新世という

時期におこった事件もう少し具体的にいうと鮮やか

な緑色を呈する火山噴出物(写真1･7)をつくった激

しい火山活動の後半にこれらを母岩としてむしろ水

平的に広く層状にがさ牟って生成された輿黒恋

鉱石(写真2･3)菜種色の鉱石(写真5)固<て

カチンカチンの鉱石ならびにこれらと同じ源からでき

たと考えられる脈状を呈する鉱石(写真6)などについ

てその生成の歴史を大地の偉大な創造芸術として語

りつづろうと思います.

これらの鉱石からは銅鉛亜鉛など私たちの生

活に欠くことのできない有用金属か回収されていますカミ

これらはそれぞれ電線貨幣蓄電池鉛管･根無機

薬品亜鉛鉄板伸銅その他の鍍金亜鉛華亜鉛板

だとの製造原料とされています.またこのほか硫

化鉄石膏重晶石および金･銀その他の副産物が回

収されていますがこのうち硫化鉄鉱の完全利用につい

ては大町北一郎さんが地質ニュｰス第95･96号で述べ

ているように硫酸硫安焼結用鉄鉱石としてさかん

に使われています.

私は黒鉱々床の成因的解明という鉱床地質学的にきわ

めて重要かつむずかしい問題についてまだ仕事らしい

仕事をしておりませんカミ幸か不幸かごの9年間協

同研究者の谷正巳さんといっしょに黒鉱々床の調査研究

にたずさわってきましたのでこの問題についてだれ

が何をいっているかどのような仕事を行匁ったかと

いう点についてはよくわかっているつもりです.これ

からこれらの人々をその業績を通じでできるだけ具

体的にご紹介したいと思っております.

俗に黒鉱々床はその生成条件および鉱石の性質等か

らキｰスラｰガｰによく似た面があるといわれてい

ます.そのキｰスラｰガｰについては竹田英夫さん

が地質ニュｰス第949799号で詳しく書いています

ので私の黒鉱々床はそれと対応して読んでいただける

ようにできるだけ書き方の順序を同じくしました.

1.黒鉱存床の定義

黒鉱あるいは黒鉱々床ということばは現在で

はわれわれのような地質学を専攻する者以外にも広く

親しまれて使われています.しかし黒鉱などとい

う変わった名前なのでまだそのフケを知らない人は

いつごろだれがどのような意味で使ったのかを知

りたくなりませんか.これまでにミ黒鉱あるいは黒

鉱々床ということぱはこのように使ったらよい"とき

めてそれぞれ自分の考え方を発表した人が3人おりま

す.もちろんこの人たちばかりが関心を持ってとく

にその当時黒鉱を研究されていたフケではなくだれに

限らずこのような定義づけが発表される時代の背

景にはその当時何らかの必然性にせまられて金属鉱

業が盛んになりしたがって問題点が掘り出され社会

の要請によって学会官界業会などの関係者カミ全

員協力してこの問題に取り組んでいるもgなのです.

いいか免ますとこのようた気運が盛り上った時にこそ

定義づけなどカ主できるフケのものです.ですから

私がこれから書く定義づけの発表された年代を見て

皆さんも自分でその当時のことを考えてみて下さい.

1907(明治41年)平林武

1943(昭和18年)木下亀城

1960(昭和35年)堀越叡

曜飛欝鵠鮎葛驚

噺纏雑費£とくに金.

/擁護纏雛荒邦電源

非鉄金属業会が貿易の自由

�

化を迎える前年に当ってい

る(小坂内の缶の発見が昭

和34年)

前置きが長く在りましたがミ黒鉱"の名付けの親は

後に東京大学において鉱床学を講習られた平林武

先生です.明治の末期は黒鉱々床開発吏にとって

特筆に価する画期的な時期で有名黒鉱々床が数多く発

見･開発されましたカミこのころまでわカミ国はむしろ

銅鉱石の輸出国であったわけです.今考えるとまこと

に感慨にたえません.さて平林先生は黒鉱につい�



てわれわれ地質学専攻者の間では有名な次のような定

義づけを行なわれました.

｢黒鉱とは閃亜鉛鉱方鉛鉱および重晶石の周密な

る混合鉱とす｣

学生時代鉱床学の講義をきいた人あるいは多少と

も黒鉱々床に関係のあった人々なら一度は読むか聞

かれたことのあるむしろなつかしい定義です.この

平林先生のお考えは読んで皆さんにもおわかりのよう

に閃亜鉛鉱と方鉛鉱主として閃亜鉛鉱の作り出す黒

い色が特長的なので(さらに東北地方で俗に黒鉱のこ

くろもΦ

とを黒物と呼びならされていたことなども参考とされ

て)このように名付けられたのでしょう.この定義を

さらによく味わってみますと先生の黒鉱々床に対する

成因論的なお考えが周密なる混合鉱という一語でき

わめて端的に表現されています.それは鉱脈鉱床に産

する鉱石の組織との比較をされているわけですがそれ

と区別しなければならないという立場をとっておられ

ます･この先生の思想はそれから36年たって木下先

生カミお考えを発表された際に済済と脈うって流れてい

ます.どこやらの国のだれかが人生は無であり作品

がすべてであるといったそうですが偉い人というも

のはよいことをいうものですね.

その次の堀越叡君の定義はさらに長文になっていま

すし仮に私が定義づけなどをやったとしますと

さらにさらに長くなることでしょう.短く真をつくと

いうことはむずかしいですね.

木下先生のお考えのもっとも大切な点はグリｰン

タフ地域における黒鉱々床と特殊な火成活動との関

連性を重視しておられる点です.これは誠に卓見とい

わねぱならず現在でも黒鉱劣化作用の考え方の基礎

となっているものです.

われわれは両先生のお考えを肥料としてさらにた

くましく育ってゆきたいものです.

さてようやく堀越叡慕のところまできました.

ちょっと脱線しますが同君は現在九州大学におります

カミ先年黒鉱々床の成因的解明について気力あふれる

論文を発表されこれによって鉱山地質学会より論文賞

を受けられた明目の鉱床学界をになう1人として自

他共に許す人です.この黒鉱々床も私のように40才

を過ぎた者が書くより堀越君のような若く且つ学問を

前進させ得る可能性のある人に書いてもらうべきであろ

うとも考えましたが私はこの拙文を通じでできるだ

け多くの人々を皆さんにご紹介したいと考えましたので

あえて筆をとった次第です.

黒鉱々床の定義に話をもどしまして平林先生のお考

えは鉱石の特長的な色彩を主としてそれに成因的な

ものを加味しておられるフケですが色彩は含有鉱物種

の多少により大きく変化するし単にそれだけでは成

因的に異なった鉱床の鉱石でもよく似たものがあって

混乱をまねくおそれがあるところから成因論的考察を

さらに深くしてそれに時代性をもたせるべきであると

主張されたのカ童初め地質調査所におられて後に九

州大学で鉱床学を講習られた木下亀城先生です.

木下先生のお考えは

｢黒鉱々床とは第三紀火山岩と成因的関係を有する鉱

床にして黒鉱･黄鉱･珪鉱及び石膏のある種若しく

は数種を産出するものである.而して上記各鉱物は

周密に混合して分化せざるものである｣

｢黒鉱々床若しくは黒鉱式鉱床なる名称の下に包抱さる

る範囲は極めて広く第三紀火成岩に成因的関係を有

する鉱床にして閃亜鉛鉱方鉛鉱黄鉄鉱黄銅鉱

重晶石石膏及び石英を主成分鉱物となすものは鉱

脈を除けば尽く之に属する｣

平林先生と木下先生の定義でもっとも大きく異なっ

ていることは木下先生のそれカミ長文に放っているこ

とで共通していることは鉱脈をこの範ちゅうからは

ずしていることです.これから襲々に書きますが

堀越君は｢クロコｰの定義はわかったようで不明瞭な

点が多い｣と注釈をつけなカミら｢ほぼ同一層準に胚胎

し主として方鉛鉱閃亜鉛鉱黄銅鉱黄鉄鉱石

こう重晶石などの単独あるいは数種の混合からなる

鉱石を主体とする鉱床に対してクロコｰの名称を用いる.

そして黒鉱として方鉛鉱閃亜鉛鉱重晶石を黄

鉱として黄銅鉱をそれぞれ主成分とする鉱石の名称と

する.また明らかに層状のものとそうでなくても摺

出様構造がよくわかっているクロコｰを層状クロコｰ

の名称で母岩を明らかに切って生成したと考えられる

カミ鉱物組み合わせの点でクロコｰに似ているものを

脈状ク回=1回の名で呼ぶことがある｣と述べています.

堀越君の定義は黒鉱々床の成因に関して重大なことを

述べていますがこれについては次回の成因論の項で詳

しくお話することにしますがここで初めて脈状鉱床

を包含する解釈が黒鉱々床の定義の中に入ってきまし

た.これまでの定義づけをもう一度ふり返ってみま

すと初めの平林先生はむしろ鉱床をつくっている鉱

石そのものについて述べられ次の木下先生はこれを

大きく鉱床学的に取り扱われましたが両者とも鉱脈鉱

床は除外されていました.そして堀越君の代になって

初めてさらに鉱化作用の根源に立って鉱脈鉱床をも包

含したわけです.�
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(三菱金属KK三枝守維氏提供)

介②黒鉱秋田県古遠部

鉱山大黒沢鉱床産

今

⑤黄鉱秋岡県古遼部鉱

山大黒沢鉱床産

�

③半黒鉱秋田螺小坂鉱

山内の岱鉱床産

,､4べ

f{､
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日1日2騒3口1口1鰯6㎜帽翅1田10

私用娯古遠部鉱床の模式形態図

①鉄石英②黒鉱(写真2)③黄鉱(写真5)

④瑳鉱⑤石衡⑥センイ石衡⑦大墓屈

⑧相内玄武岩③酸性火山岩⑩断層

④半黒鉱中の目ロフオルム構造

(陸藤壮郎技官提供)

⑥赤鉄鉱緑泥右肩英

秋岡原尾去沢鉱山産

費鍋鉱脈�
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2｡黒鉱嬉床の分布

∴戸離床の分布は篤!

図に員六列島の地質構造

｡区分と共ぽしめしましたよ

側の青森秋囲山形

福島の各県ぽ最も多く(東

北資本内帯)それは全黒鉱

冷床の大串(80%以上)を

竣)しめてい凄す.

このほかではどのよう

なところに見られるかとい

いますと北は北海道の

畑北見地区およびその西南部

坤区さらに本州の中央部

宴ではほぼ南北方肉に新

潟(北部)畏瞭群馬山

梨静閥(伊豆半島)の

各県に分布してい蜜す

(フォッサマグナ).蜜た

潤へ下りて中国地方の買本

海側すなわち鳥根県の島根

岸島付近(衝南買水内帯)

にも屍られます由以上こ

れらの黒鉱々床を胚胎する

地域を地質学的にGree皿

丁雌(緑色凝灰岩)地域と

よんでいます.(よく覚え

ていて下さい)

皆さんはもう気づかれた

と思いますカミ北海道の北

見地区と群馬山梨静岡に見られる南北方向のい

くつかの黒鉱々床を例外としますと北海道の西南部か

ら東北地方を通って島根半島に至るまでほぼ日本列島

に平行して裏目本側にこの黒鉱々床カミ分布しているわ

けであります.これは分布上の大き放特性といわねぱ

なりませんがまたわが国の金属鉱床のうちでこれほ

ど分布の上から整然とした特色をもっている鉱床は黒

鉱々床とキｰスラｰガｰのみです,これはその生いた

ちす板わち地質環境が時代の新旧はあってもよく似

ているからです｡(凄齢このへんで私がはじめに書

きましたようぽ竹韻英夫さんのキｰスラｰガｰが大

きくどσ)ような地質策境から生成されだのであったが

復習して下さい)｡

､φ

､弓

､口

蓼嚢eエ｡o㈱20跳醐

調査研究秘進むにつれて黒鉱々化作用の本質性が

定義づけ終歴史的ぽあらわれてきたものと私は考えま

す.この流れに乗ってさらに黒鉱序床との9年聞の

クサレ縁から私はこの点次のように考えています｡

堀越君は脈状鉱床もその範ち締うに入れ漢しだがこ

れには鉱物縄激合わせ⑳戚噌夢灘鴬榊童ζ微てい蕃蜘⑳

という条件をつけまし危.私はむしる鉱物縄錐禽加

世の点噌見がは上黒鉱(この場合ク樽鴛一の意瞭で)

に似ていなくて蜘成園的は一漣⑳鉱化作期と誇尭ら杓

る鉱脈は鶯の範ち鯵引㌶入枇蕃残藩喝鋤蕃と考克て

います｡扱お私がこのように考えた根拠に})いては

すでに発爽した下記のものをご参照下さい｡

鰻地質調査所月報第三遂巻篤!0号工鰯

秋蘭県大館～花輪盆地における地質構造と鉱化作踊

一一とく1こその鉱化作踊につ1ハて一一

さて黒鉱々床カミクリｰンタフ地域に限って分布する�
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鉄破榊.榊､一善秦§も｡舳

･順､一｡､一萎禦ξv､ム奉.手'･^凸プ㌧."･,I1竺

嫁欝野簿1;籔1〆葵嚢落

ノLLvム^

鮒燃｣｣LJ…Ll､:1､､二､,点L三モて榊ξ1^1^ム

第2図昭和34年鉱業界待望の工,000万トン級層状黒鉱々床秋目ヨ県小坂鉱山内の岱鉱床が発見され下掲の写真のように現在開発中(東西断面図堀越叡原図)

ということになりますとこれをよく理解するするため

にはまずグリｰンタフのお話から入ら柱けれぱなり

ません.幸いこれについては秋田大学の藤岡一男

先生カミ砦さんにもわかりやすく解説しておられます

のでそのあらましをここにご紹介いたします.(グリｰ

ンタフおよび黒鉱々床の生成とv'う事件は日本列島

の生いたちという大きな見方からもたv･へん重要な

事がらなのでこの解明に参加した研究者は日本に地

質学が導入されて以来非常な数にのぼっています)･

グリｰンタフということばの意味は読んで字の如く

緑色の凝灰岩ということになりますカ基実は地質学的

には別の意味にも使われています.すなわち大正の

初め頃秋田油田の調査研究にたずさわっていた地質技

師や学者たちカミ油田層序の標式地として男鹿半島を

精査しましたが当時層相の見かけ特長から各地層に

以下のようなニックネｰムをつけて呼びならしました.

箏11讐1篶1!

紀蓉響副....緑色凝灰岩.1､.｡､､e､｡､螢

世鰹駕/

先新第三紀基盤堵

以上でおわかりのようぽ.Gr船鰍

Tu危とは匙女川層から脇本層に

至る含油層群ク)下位にあって基

盤の上にある火山噴出物の総称"

であり!つの層準(至wi逐◎篶)を

示すものとして使われたものです｡

この堆積物をこのよう虹エックネ

ｰムで呼んだ理由はこの堆積物申

に緑色の凝灰岩かとくに多く含凄

れていたからでしぶう｡

このようなグリｰンタフが分布する北海道西南部から

山陰の島根半島にかけての地域は単にそればかりが似

ているわけでは柾く中生代末の白亜系および古第三

系を欠いて先白亜系基盤岩の上にいきなり影しい緑

色の火山噴出物が累重しその上に含油層が発達すると

〉･う地質学的特性を共有しています.

秋田油田における基盤から含油層群最上部までの堆

積物の厚さの総和は実に3000㎜を越えるものです.

しかもその大半が海成層からなっていてこれを生成

せしめた堆積盆の規模は大きくその沈降の速度も

量も大きいといわねぱなりません.このような堆積の

状態は､地向斜(geOSynCline)"の考え方が適当であ

ろうと帝国石油株式会杜の副社長であった散大村

一蔵さんはミ裏目本地向斜"と呼び大阪市立大学

の池辺展生先生はミ羽越地向斜"と命名されまし

た.このような特異な堆積の行なわれた期間は新

第三紀の中新世からせいぜv'鮮新世の前半にかかる

地質学的にはきわめて短い期間のできごとですカミそれ

だけにまた著しい特質ということができましょう.

キｰスラｰガｰの話の際にもミ地向斜"ということば

が出てきてミその生成発展に何らかの形で関係してキ

⑧小坂鉱山内の俄鉱康の開発現場(同和鉱業KK提供)�
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一スラｰガｰが生じている"と述べられていましたが

黒鉱々床の生成にもどうやらミクリｰンタフ地向斜"

が同様に関係が深いようです.ミ地向斜"とはどの

ような化物なのでしょうか.北海道大学の舟橋嚢男

先生はかって地向斜をわかり易く説明されていま

したのでここにそれをご紹介しますと次のようなも

のです.堆積岩はもともと水の底に平らにたまった岩

石です.しかし実際には少し古い時代の地層を見ま

すとそのほとんどが摺曲しています.その最も著し

い摺曲構造を示しているのカミアノレプスですが地球に

○

慶
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鶴圭砧葦閣下掲饗墓､の識粥

鰯(ツ押切童響灘の範鰯)

はこのように地層をおしちぢめるような大きなカカ主働

いています.このよう悲運動を造山運動といいますが

造山運動のおきた場所す桂わち造山帯は他の場所

では見ることのできないようた非常に厚い堆積岩からで

きています.この堆積岩はその厚さカミしめすような

深い海で堆積したものでないことは化石の研究からわ

かっています.むしろ浅い海に住んでいる動物の化石

がはいっています.これらのことからこのような堆

積岩は陸地から流れてきた泥が浅い海にたまるとそ

れだけ海は浅く枚らずにぎゃくにそれだけ海の底カミ

洗んでいっていつもだいたい同じような深さのところ

に泥カミたまるということを繰り返して厚い堆積岩カミつ

もったようです.このように地球の上にはどんどん

沈んでゆく地域があってそこはまわりの陸地から泥

が運ばれてきて厚く堆積する場所になります.このよ

うな場所をミ地向斜"と呼んでいます.地向斜は堆

積カミ進行して限界にくると最後には今度は反対に底

の方からもり上ってきて地向斜に造山運動カミはじま

ります.この時の地向斜の底の方では岩漿(magma)

が上ってきて堆積岩の中にめり込んできたりします.

地向斜はこのように沈降と上昇というきわめて不安

定恋場所であるということがいえます.

このよう放条件の場所にキｰスラｰガｰといい黒

鉱々床といいわが国における屈指の金属鉱床が生成

されているということカミわかってきましたね.

黒鉱序化作用には地向斜という条件のほかにグリｰン

タフ地域に特長的にみられる火成活動の性格というこ

とが大切柱のですがこれは後に詳述することにします.

さて本題へもどりまして地質構造区分上の各帯におけ

る主として層塊状を呈する黒鉱女床の分布をみま

すと北方から北海道北見鉱床区にはその中部地区

に富美東部地区に根室の各鉱床がありますが現在

休山帯でありまたこの鉱床区の南西部地区には中生

燃､韓辞1･

護｡

議嚢珪灘…ll

③嚇山は山の申｡といジれまで穿)徽納やぶって油固地緒あよ汗黒鉱探査のヤグラは平野を移働しそいく

②ほぼ地下350㎜前後に胚胎する層状黒鉱々床で第1～第4鉱体の合計600万トン(Cu2.0%±Pb+Zn5～20%)が確認されている

③ぽぽ地下3コ0m前後のところに胴胎し南北600m厚さ30m±の層状黒鉱々床で現在11200万トン(Cu2･5%Pb1･0%Zn4･O%)が確認されてV'る�
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新井友蔵氏(同和鉱難杜蚤)

この鉱床区は次の6つの鉱床亜区に分けることができま

す.①下北半島にみられる安部城入揚②さらに

南の上北上磯③次の花岡小坂亜区にはその

ほか相内古遠部内の岱松峯釈迦内花輪等

の現在稼行中または探鉱中で鉱量500～1,000万トン

級の大鉱床カ糖集しています.④さらに南にみられる

吉乃で代表される亜区には黒鉱式網状鉱床の代表的な

ものとして報告されている土畑が含まれていて形

態的に鉱脈と黒鉱々床の中間的なものと考えられていま

す.⑤次は吉野で代表される鉱床亜区になります

がここではそのほかに目坂福舟宮崎放どカミ分

布しています.⑥羽越鉱床区の最南端には与内畑

.＼

�

��

�

1二}'.

層(?)を母岩とする従

来鉱石の性質から黒鉱々床

と考えられていた国光鉱

床がみられます.東北目

本内帯鉱床区は次の2っに

わけられますカミその一つ

北海道西南部鉱床区には

代表的なものとして国富

洞爺がみられその他小

規模ながら余市明治な

どがあります.

本州へ渡り羽越鉱床区

には最も代表的な黒鉱々

床が数多くみられますが

1苧｣く

��

富帖㈱跡蝸

鰍唖榊口砿終

錦4團棚

圧:;ヨ蛮確州焔

原鉱

横目ヨ鉱床亜区がみられますがこのほか黒沢田代

加納荏どカミありこれらは石膏に富むものであります.

一方本州中央部を南北方向に縦断するフォッサマ

グナ鉱床区には畑大峯宝須崎等の黒鉱々床が

分布します.西南目本内帯鉱床区は4つの亜区にわ

かれますが黒鉱々床はこのうち北陸亜区にみられる

石膏鉱床と山陰亜区にみられる鰐淵鵜峠石見

松代史打で共に石膏に富んだ鉱床であります.

以上あげましたこれら多数の黒鉱々床は後に詳し

く述べますカミおおむね中新世西黒沢階ないし女川階

の地層に胚胎することす荏わちほぼ同一層準に胚胎

する見透しがたっています.またこれらの地域に

は前に述べましたように層･塊状の典型的桂黒鉱々

床に相接して鉱染網脈状の黒鉱々床が数多く分布

していますカミこれらについては別の項でお語いたしま

す.以上で黒鉱友床の定義と分布について述べました

が次回は数多い黒鉱々床の成因論についておは征しし

ようと思います.

では最後に昭和32年花岡鉱山に着任以来黒鉱々床

の解明に努められ昭和34年小坂鉱山内の岱鉱床昭和

38年花岡鉱山松峯鉱床と第一級の黒鉱々床の探査なら

びに開発の端緒を開くというりっぱ祖業績をあげられて

わ雅国非鉄金屑業界に大きく貢献された同和鉱業株式

会社々最新井友蔵さんのお話を伺うごとにしましょう

『同和鉱業は内の岱鉱床に続き松峯鉱床と1,000万

トン級の優秀な黒鉱々床を発見する幸運に恵まれている
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松塞⑧地区黒鉱冷床開発状況(同和鉱業KK提供)�
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第5図

昭和38年度金国ベスト

15鉱1｣1の年聞産銅盤

(精鉱)と各鉱床のタイ

プ別の比較

わけですがこの探査の基礎的な考え方がまとまったの

は実は岡山県の棚原含銅硫化鉄鉱々床の探査に苦心した

ことに始まっています.私カミ棚原鉱山に参りました昭

24年頃はそれまで約1,000万トンの硫化鉄鉱を採掘し

た本鉱体が12番坑(地表下約200m)で急にピンチし

ていましてその下部には鉱床がないというのカミ定説に

なっていました.このままではたいへんなことになり

ますので当時棚原では新鉱床の発見が焦眉の急でま

ず探査陣の強化を計り根本的に調査をやり直すことに

したのです.従来棚原鉱床は大小無数の塊状鉱体の

集合体といわれていましたが各鉱体を精細に調査した

結果を総合すると膨縮の非常にはげしい緩傾斜の一

連の鉱層になるのです.しかもこの鉱層は特定の

下盤の岩石に規制されて存在することを確かめました.

この結果を基礎にして特定層準を徹底的に探査しました

結果幸い昭和29年に下部に新鉱床を発見することカミでき

たのです.この棚原で経験した探査の方法はこの種

の鉱床についてすべて適用できるという自信を得たの

です.その後昭和32年の初めに私は秋田県花岡鉱山

に転勤し初めて黒鉱々床を見たわけですがその鉱床を

精査して見ますと棚原の鉱床のあり方と非常によく似

ているのです.この鉱床も下盤に規制された一連の鉱

層が非常に激しい摺曲構造を示していることカミわかりま

した.この結論が現在秋田県北鹿地帯における黒鉱々

床探査の基本的な考免になってい妻す呈

私は平素現場の探査陣には次の講を綿してお1)蜜す由

まず事実を正しく観察して忠実に記識し柾るべく多

くのデｰタを集めることです｡鉱肩を探すには成因論

は必要でないとまでいってこれにとらわれすぎること

をいましめています.米国の鉱山地質の技師は地

質図を自ら平板測量で作った地図によって作製するとい

うことを聞いていますがこれらは学ぶべ書ことと考え

ています｡

黒鉱冷床は従来その母岩の変質が著しいために層相区

分がむずかしくかつ鉱床は塊状不規則に分布すると

いうのが定説となっていたためその探査はきわめてむ

ずかしいと考えられていましたカミ最近探査技術が進歩

して次々と新鉱床が発見されていることは誠に喜ばし

いことであります.黒鉱々床については私が述べる

までも恋くわが国において最もよく記載慈れ研究さ

れている鉱床の1つとして地質学的はも重要な鉱床です

が経済的にもきわめて比重の高いものであります.

すなわちわが国の昭和38年における銅鉱石を稼行対象

とする130鉱山(鉱山製錬所事業所別生産統計年報

通産省大臣官房調査統計局)の年閥精鉱産出量は約58

万トン(含有銅量11万トン)ですがそのうち約64

%をしめるベスト15鉱山(15鉱山の総計は精鉱量約37

万トン含有量約7万トン)を鉱床のタイプ別にし

てその比較をすると第5図のとおりです申

このうち第1位をしめる小坂鉱山内の岱鉱床の産銅量

は実に年間産銅量の1割前後にも達しております.

またこれらを貿易自由化以前の昭和35年と比較(全

国稼行鉱山の生産粗鉱中各鉱床のタイフ別産銅量によ

って)してみますと昭和35年度における黒鉱のし

める比率は11.5%ですが昭和38年度においては

18.5%に飛躍して居ります.さらに今後現在試錐

によって鉱量を増加しつつある三菱古遠部松峯目

鉱釈迦内明通し同和松峯などの諸鉱床カ欄発されま

すと黒鉱々床の産銅量は鉱脈キｰスラｰガｰの域を

優にこすこと牟予想されます.このほか黒鉱々床の特

性としては

�

㈩

㌩

わが国の地質環境から考えてこれからの未開発探鉱

地に富んでいること

鉱床の形態的特性から多くの場合単一鉱床の規模が

大きく塊･層状を呈している(埋蔵鉱量が大であ

る)ため集約採掘を行ないうる利点があること

金銀鋼船亜鉛石膏重晶石その他各種金

属を合有していること

現在活発に黒鉱々床の探査開発を行なっている秋

閏県北鹿地帯について一言述べさせてい彪だ蓄ますと

現在各分騎の研究者あるいは探査技術背などの努力は

よって黒鉱冷床の胚胎層準が次篤に鯛かにされつつあ

ります秘この問題について密らに一層の吟映がなされ

ることぽよって多面的な探査の揚が生葉れることを期

待する次篤であり凄す｡

以上のように黒鉱海床が最近はわかにク源一ズアッ

プされてきましたが黒鉱σ)処理の点に放り凄すと談芯

非常に遅れていると書わねば放り凄せん,前にも述べ

蛮したように色冷の金属を含有する黒鉱から完全回収

の方法が確立されるならば黒鉱の価値は一段と上るわ

けで関係技術脅の奮起を切望する次篤です｡』(如く)

(撃削嚢鉱床曹11)�




